
事務事業評価シート（総括表）

事務事業 119 妙正寺川公園第Ⅱ期整備

章 3 安全で快適な、みどりのあるまち

大項目 04 うるおいのあるみどりのまちづくり

施策 02 公園、広場などの整備充実

事業内容

目的
　新宿・中野両区で共同設置している妙正寺川公園の中で、妙正寺川地下調節池の上部を現在、運動広場
として暫定整備して運用しています。昼夜間で多くの区民が利用できるナイター設備等を備えた複合運動
施設として本格整備を図ります。

対象・手段

　妙正寺川公園運動広場　　面積　9,594.33㎡
　新宿・中野両区で調査、検討し、現在の暫定整備を利用している区民の理解を得ながら事業を進めま
す。
なお、整備工事は中野区の施行となり、経費の半分を新宿区が負担します。

成果（事業が意図する成果）

　暫定整備で開放している運動広場を、複合運動施設として本格整備することにより、区民からの要望の多
い少年野球場、サッカー場、陸上競技場等、新宿区で不足している運動施設の充実が図れます。

事業成果指標
指標名 定義 目標水準

（ ） 年度に

（ ） の水準達成

（ ） 年度に

（ ） の水準達成

（ ） 年度に

（ ） の水準達成

成果の達成状況

単　位 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 備　　考

事
業
成
果
指
標

目標値１① 0.00 0.00 0.00 0.00

実績１② 0.00 0.00 0.00 0.00

③＝②／① ％ 0.00 0.00 0.00 0.00

目標値２④ 0.00 0.00 0.00 0.00

実績２⑤ 0.00 0.00 0.00 0.00

⑥＝⑤／④ ％ 0.00 0.00 0.00 0.00

目標値３⑦ 0.00 0.00 0.00 0.00

実績３⑧ 0.00 0.00 0.00 0.00

⑨＝⑧／⑦ ％ 0.00 0.00 0.00 0.00

事業の実施内容

平成18年度 調査・検討

平成19年度 調査・検討



部名称 みどり土木部 課名称 みどり公園課

単　位 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 備　　考

ト
ー

タ
ル
コ
ス
ト

事業費⑩ 千円 0 0 0 0

人件費⑪ 千円 0 0 0 0

事務費⑫ 千円 0 0 0 0

減価償却費等⑬ 千円 0 0 0 0

総計⑭＝⑩＋⑪＋⑫＋⑬ 千円 0 0 0 0

受益者負担⑮ 千円 0 0 0 0

純計⑯＝⑭－⑮ 千円 0 0 0 0

受益者負担率⑮／⑭ ％ 0.00 0.00 0.00 0.00

財
源
内
訳

一般財源⑰＝⑯－⑱
千円

0 0 0 0

特定財源⑱ 0 0 0 0

一般財源投入率⑰／⑭ ％ 0.00 0.00 0.00 0.00

職員
常勤職員

人
0.00 0.00 0.00 0.00

非常勤職員 0.00 0.00 0.00 0.00

事業に関する検討課題

　新宿区で不足している野球場やグラウンドの整備拡充は必要ですが、本格整備予定である複合運動施設に
ついて、施設の内容や整備時期、費用などに関して中野区と十分に調整しながら検討していくことが課題で
す。
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達成度 2 　当面の間、現在の暫定整備の状態を維持することで、中野区と協議・調整済みです。

実施の成果 2
　暫定整備により、運動広場として利用可能としています。
　本格整備ができれば、不足する運動施設の充足が図れます。

効率性 2 　中野区と共同設置することで事業費及び維持管理を両区で負担することになります。

行政の関与 3
　運動施設が不足する現状において、運動施設の整備は中野区と連携のうえ、積極的に
進める必要があります。

妥当性 3
　調節池上部の活用による用地確保、中野区と共同による施設整備は、当該施設の立
地・性格から妥当といえます。

施策寄与度 2
　この3年間で、暫定整備状態を維持することや将来の整備に関して中野区と協議を行
い、運動施設の整備充実に寄与しました。

総
合
評
価

　平成19年度の評価はＢとします。理由は、中野区との協議で、現在の暫定整備の状態を
維持するとともに、将来の整備についても継続して検討していくことを確認したからで
す。
　また、過去３年間の実績はＢと評価します。当面は現在の運動広場としての暫定整備で
の利用を継続しつつ、将来の整備のあり方について引き続き中野区と検討していくことと
しました。

※

Ｂ
過年度評価

18年度 Ｂ
17年度 Ｂ
16年度 Ｂ
15年度 　

改
革
方
針

　この事業は、経常事業の「妙正寺川公園の維持管理」のなかで、将来の整備のあり方に
ついて、引続き中野区と検討していきます。

方向性

※

1

現状のまま
継続
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